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この最初の 3 つのチェックボックスのいずれかをオンにすると、新たに「詳細を

表示」ボタンがログウインドウに表示されます。これをクリックすると、環境設

定で指定した量の詳細が表示されます。もう一度クリックすると、この詳細は表
示されなくなります。 
 

 
 

最後のオプションの「各スクリプトについてログを ___ 回分のみ保持する」で、

利用価値のない古い情報は保存しないことで、ログウインドウをさらに管理しや

すい状態に保つことができます。（デフォルトでは、Personal Backup X5 は各スク

リプトの 5 つの最新ログのみを保持します。） 

 
また、スクリプト完了後に、Personal Backup X5 にログのコピーを指定した受信者

に送信させることも可能です。それには、「電子メールでログを送信する」チェ

ックボックスをオンして、「設定...」ボタンをクリックします。表示されたウイン

ドウに、メッセージの送信元と宛先の詳細を記入し、さらにメールサーバがメッ

セージ送信に必要とする詳細を記入します。（詳細は、お使いの電子メールの管

理者に問い合わせください。）「設定をテスト」ボタンをクリックすることで、

ユーザが提供する構成を使用してメールが実際に送信されるよう、メール設定を
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テストすることができます。結果が出るまで 1 分ほど待たなければならないかも

しれません。結果はダイアログボックスに表示されます。 

 
 

受信者を追加するには、「受信者」ボックスの下にある「+」ボタンをクリックし

ます。受信者は好きなだけ追加できます。受信者の削除には、受信者をクリックし

て、次に「‒」ボタンをクリックします。 
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スケジュール環境設定 

 
 

環境設定ウインドウの上部にある「スケジュール」ボタンをクリックすると、オ

プションを 4 つのカテゴリで表示します。 

 

アクティベーション：「予約済みスクリプトを無効にする...」ボタンですべての

予約が停止します。再度この予約を有効にする（「予約済みスクリプトを有効に

する...」という名前に変わったこのボタンを再度クリックする）まで、バックアッ

プや同期化を行う唯一の方法は、Personal Backup X5 を開き、スクリプトを選択し、

次に「実行」ボタンをクリックするか、あるいは Intego メニューからスクリプト

を選択することです。実行に失敗する予約、予期せず実行される予約はセキュリ

ティ問題を引き起こす恐れがあります。よって、この設定を変更するためには、

パスワードを入力する必要があります。どの場合においても、予約はすべて Mac 

を再起動すると再び有効になります。 
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スクリプトの編集：「スクリプトが編集中のときは常に実行をスキップする」チ

ェックボックスで、スクリプトが編集モードで選択されている間は、そのスクリ

プトが突然実行されないようにします。このチェックボックスをオンにする場合

は、スクリプトを編集していない時には、常に Personal Backup X5 を終了していた

ほうが賢明です。そうしないと、予約されているスクリプトを気付かずに選択した

ままにしてしまい、必要なスクリプトが予定通りに実行されない結果になる可能性

があります。 
 

表示：最初のオプション「次の期間バックアップが作成されなかったら警告を表

示：」で、バックアップをしないで指定した日数が過ぎると、警告ダイアログボ

ックスが表示されます。第 2 のオプション「予約したスクリプトを表示：」には 2 

つのオプションがあります。これは「Personal Backup X5」と「タスクマネージ

ャ」です。最初のオプションをオンすると、予定されたスクリプトが実行された

ときに Personal Backup X5 が開きます。Personal Backup X5 のウインドウでこの進

行を確認することができます。第 2 のオプションをオンにすると、小さなタスク 

マネージャ ウインドウのみが表示されます。 

 

Intego カレンダー：最初のオプションの「すべてのスクリプトを同期する」で、

カレンダーが作成されます。「iCal で照会」ボタンをクリックすると、Mac OS X 

iCal が開き、予定されているスクリプトの日付と時刻をすべて表示した Intego カ

レンダーが作成されます。これを使って、どのスクリプトが予定されているかを

確認し、バックアップを管理することができます。 
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Personal Backup X5  について 

Personal Backup X5メニューから「Personal Backup X5 について」を選択すると、

プログラムのバージョン番号やサポートナンバー（テクニカルサポートを受ける

のに必要）などの情報を示したウインドウが表示されます。 

 

 
 

「サポート#」のリンクをクリックすると、Intego テクニカルサポート宛てのメッ

セージで電子メールプログラムが起動します。このメッセージの件名には、Intego 

のサポートスタッフが対応するのに役立つ情報が記載されています。バージョン

番号をクリックすると、プログラムのビルド番号が分かります。これも Intego の

サポートスタッフにとって役に立つ可能性のある情報です。 
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テクニカルサポート 

Personal Backup X5 のユーザ登録を済ませると、テクニカルサポートを受けられる

ようになります。メールに正確なビルド番号を含めることを忘れないでください。

ビルド番号は、「Personal Backup X5 について」パネルの Personal Backup X5 アイ

コンのすぐ上にあるバージョン番号をクリックすると表示されます。このパネル

を表示するには、Personal Backup X5 を開き、「Personal Backup X5」メニューの

「Personal Backup X5 について」を選択します。 

 

お問い合わせ先 

 インターネット: http://www.act2.com/support/ 

 電話 : 03-5352-7881 

  (休日・祭日を除く月～金、10:00-12:00,13:00-16:00) 

 FAX : 03-5352-7880 

 電子メール  : support@act2.co.jp ( アクト・ツー )  

   : supportjp@intego.com ( intego ) 

 

ホームページ 

 アクト・ツー : http://www.act2.com 

 intego   : http://www.intego.com/jp/ 
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用語集 

イメージファイ

ル 

「ディスクイメージ」を参照してください。 

管理者 Mac OS X はマルチユーザーのオペレーティングシステムであり、少な

くとも 1 人のユーザーが管理者になる必要があります。管理者とは、

システムレベルの特定のタスクまたは変更を実行できる権限を持つユ

ーザーのことです。新しいソフトウェアをインストールしたり、

Personal Backup X5 で特定のファイルをコピーしたりする場合など、シ

ステムレベルの変更を行うには、管理者用パスワードを入力する必要

があります。 

起動ディスクバ

ックアップ 

起動ディスクバックアップ（「クローン」）は、起動ディスクを完全

にコピーしたものです。これには、お使いのコンピュータを起動する

のに必要な不可視状態のファイルとコンポーネントがすべて含まれま

す。システムに問題が起きた場合は、このクローンから起動ディスク

に対し、再度起動ディスクのバックアップを行って書き戻すことで、

Mac OS X を再インストールする手間を避けることができます。 

コピー先 ファイルがコピーされるデバイスや場所のことです。通常のバックア

ップでは、これはバックアップディスク、あるいはその他の媒体 

（DVDなど）を指します。同期では「コピー元」と「コピー先」が等

しいため、これらは存在しません。同期の場合、デフォルトでは、ど

ちらのボリュームにファイルの最新バージョンが含まれているかによ

って、コピーの方向が決まります。 

コピー元 コピーするファイルが含まれるデバイスのことです。通常のバックア

ップでは、お使いのコンピュータのハードディスクを指し、復元で

は、バックアップ媒体（外付けハードディスクや DVD など）を指しま

す。 
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増分バックアッ

プ 

完全なバックアップを一度行い、それ以降のバックアップには、変更

されたファイルのみをコピーすること。 

ディスクイメー

ジ 

ディスクイメージとは、1 個のファイルとして作成されたボリュームの

ことです。任意のボリュームから作成したディスクイメージを他のボ

リュームにコピーすることができます。ディスクイメージをダブルク

リックすると、まるで別のディスクであるかのようにそのボリューム

が開きます。 

デバイス 一般的に、コンピュータで使用するハードウェアを指します。このユー

ザーズガイドで説明されているように、デバイスはファイルを保存でき

るコンピュータ機器です。お使いのコンピュータのハードウェア、

iPod、メモリスティック、DVDが入った状態の DVD ドライブはすべて

デバイスです。 

同期 同期とは、2 つのフォルダ、ボリューム、またはディスクを比較し、双

方に含まれるファイルをまったく同じにするプロセスです。一方で変

更されたファイルは他方にコピーされます。この機能は、デスクトッ

プコンピュータやラップトップなど、2 台のコンピュータで作業してお

り、両コンピュータのファイルを同じ状態に保っておきたいような場

合に特に便利です。 

バックアップ バックアップとは、保管の目的で、ある場所（通常は、お使いのコン

ピュータ）から別の場所にコピーしたファイルやフォルダのことで

す。バックアップは、他のコンピュータ、他のディスクやパーティシ

ョン、または CD-ROM、DVD、メモリスティックなどのリムーバブル

メディアに作成できます。 
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ボリューム ボリュームは、ハードディスク、ハードディスク上のパーティショ

ン、ネットワーク上のディスクまたはパーティション、または CD や 

DVD、iPod、メモリスティックなどのリムーバブルディスクです。い

ずれの場合も、これらのボリュームはすべてハードディスクのように

扱われます。 

マウントされて

いるボリューム 

Mac OS X で個別の記憶領域として表示されるボリュームのことです。

お使いのコンピュータの主なハードディスクはマウントされているボ

リュームで、外付けのハードディスクを接続すると、Mac OS X は自動

的に有効な可視状態のボリュームをすべてマウントします。デフォル

トでは、マウントされたボリュームがデスクトップと Finder ウインド

ウ サイドバーに表示されます。（全ボリュームを表示しないように、

オプションを変更することも可能です。） 

復元 復元とは、バックアップからお使いのコンピュータにファイルをコピ

ーするプロセスのことです。復元により、失ったファイルや間違って

消去したファイル、あるいは損傷したファイルを元の状態に戻すこと

ができます。 

 


